
項目 取組み内容 成果(効果) 外部機関との連携

お客様の経営改善・経営支援を目的として、
コンサルティング機能を発揮するとともに、
支援先へのモニタリングを行い、経営改善に
向けてのサポートの実施

資産査定における要注意及び破綻懸念を中心
とした事業先について、営業店長との協議に
より支援先を抽出し、経営課題解決に向けた
取り組みを実施（令和２年度の支援先４７
先）。
「事業性評価シート」により企業の強み・弱
みを発見し、経営者と問題点や改善策を共
有、「経営改善計画に関する具体的施策の実
施状況」を作成し、毎月のモニタリングによ
る進捗管理と外部機関の活用提案による経営
改善支援に取り組みました。

経営改善支援の取組実績は下表のとおりとな
ります。
計数計画策定先４２先のうち、債務者区分の
ランクアップは１先となりました。

宮城県よろず支援拠点

地域密着型金融の取組みについて(令和２年度）

経営改善支援

【令和２年４月～令和３年３月】
（単位：先数） （単位：％）

α/Ａ β/α δ/α

 正常先 ① 0.0% -

うちその他
要注意先

② 15.8% 2.7% 86.5%

うち
要管理先

③ - - -

 破綻懸念先 ④ 12.8% 0.0% 100.0%

 実質破綻先 ⑤ 0.0% - -

 破綻先 ⑥ 0.0% - -

12.8% 2.1% 89.4%

3.1% 2.1% 89.4%合　　計 47 1 45 421,531

小　　計
（②～⑥の計）

366 47 1 45 42

46 0 0 0 0

8 0 0 0 0

78 10 0 10 10

要
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意
先

234 37 1 35 32

0 0 0 0 0

Ａ α　 β γ δ

1,165 0 0 0
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経営改善支
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コロナ禍における飲食店の開業支援 地元商店街の衰退やコミュニティの希薄化に
問題意識を持ち、フランチャイズ店の責任者
や都内飲食店のシェフを経験してきた申請人
に対し、地元での飲食店開業支援を行いまし
た。

日本政策金融公庫との協調案件として取り組
みを行いました。
地元では珍しいモーニング営業で、酒類の提
供はなし、朝７時から夕方４時までの営業に
より、コロナ禍における開業とはなったもの
の地域住民に憩いの場を提供しております。

日本政策金融公庫

障がい児童発達支援、放課後等デイサービス
の新設支援

障がい児の児童発達支援、放課後等児童デイ
サービスを運営している特定非営利活動法人
に対し、施設の新設支援を行いました。

宮城県の補助金および当金庫支援による建物
新築資金および初動運転資金の取り組みを行
いました。
障がい児童向けの施設数が不足している地域
への施設新設により、当該地域の障がい児童
福祉サービスの拡充が図られ、幅広い利用者
へサービスが提供可能となったほか、新規雇
用創出にもつながっております。

宮城県

フードバンク活動への取組み支援 家庭や企業などで生じた余剰食品の寄贈を受
け、生活が困窮している世帯への橋渡しを行
う「フードバンク」活動に対する支援を行い
ました。

店舗の店頭に余剰食品受入用の「フードドラ
イブボックス」を設置し、食品の受入を行い
ました。また、「一般社団法人フードバンク
いしのまき」に対して１００万円の寄贈を
行っております。

なし

地域応援キャンペーンの実施 「事業者」「地元商店」「学生」「家計」
「住まい」の５つをテーマに掲げ、優遇金利
など事業を行うとともに、地元飲食店支援と
して、取引先飲食店から当金庫役職員の昼食
のテイクアウトを実施致しました。

１.資金繰り対策の事業者応援ローンの取扱い
２.地元商店のレシートによる消費者ローンの
金利優遇の取扱い
３.２０歳以上の学生向け元金据置、地元就職
による金利優遇措置を有する融資商品の取扱
い
４.金利上乗せ定期預金の販売
５.地元工務店等が建築、販売した物件取得を
条件とした最長５０年の「住宅ローン」の取
扱い

地元飲食店支援を当年度３回実施、延べ４９
先から昼食のテイクアウトを行いました。

なし

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた地域への面的な支援

成長段階企業支援

創業・新事業開拓支援

地域の面的再生への参画


